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市は株式会社サイネックスと「シティプロモーション特設サイ
ト」の協働構築・運用に関する協定を締結しました。

　この協定は、本市と株式会社サイネックスが官民協働で「シティ
プロモーション特設サイト」を構築・運用することで、市民にとっ
て有益な情報をより的確に届けることを目的としています。協定式
で土手市長は、「市公式ホームページとシティプロモーション特設
サイトを連携することで、全国にこの恵み豊かな島の情報を提供で
きるものと期待しています。」と述べました。公開は令和９年４月予定。

８
31 ㈪ シティプロモーション特設サイトの協働構築・運用に関する協定

株式会社サイネックスと協定締結

市内各地の小学校を会場に、8月18日㈫・19日㈬・21日㈮の3
日間、これからのデジタル社会を担うこどもたちの論理的思

考力や創造性を育み、将来のデジタル人材育成を図ることを目的
に、県立広島大学学生による小学生向けプログラミング教室が開
催されました。
　会場には多くの小学生が参加し、タブレット端末を用いたプロ
グラミング学習用ソフト「S

ス ク ラ ッ チ
cratch」によるキャラクター操作や、

車型ロボットの走行体験に挑戦しました。最初は戸惑っていたこ
どもたちも、大学生のサポートにより思い通りにロボットが動い
た瞬間には「できた！」と満面の笑みを見せていました。参加し
たこどもたちからは「次はもっと速く動かしたい」「ロボットはプ
ログラミングで動いていることがわかった」といった声が寄せら
れ、デジタルへの関心や論理的思考力を育む機会となりました。

小学生向けプログラミング教室を開催
県立広島大学「江田島市応援プロジェクト YELL」

確定申告会場での作成方法が変わります！
これからは「自分でスマホ」申告へ

令和９年２月16日㈫～３月15日㈪
令和８年分の確定申告期間は

問 税務課☎0823-43-1636

　令和８年分の確定申告から、 e-TAX を利用してご自身で申告して
いただきます。住民税申告については、これまでどおり市職員が個
別に受け付けます。
①マイナンバーカードのパスワードを確認
→数字4ケタ・英数字 6～ 16のパスワードが必要です。
②資料をまとめる
→�株式や不動産等を売却された方、住宅ローン控除を受ける方も、
自分で申告できるように準備してください。

認定こども園おおがきで地域のいきいき百歳体操の活動グルー
プの方11人と園児15人が、世代を超えた交流を深めました。

　手遊び、風船バレー、折り紙などの遊びをとおして、高齢者の
方と園児が楽しい時間を過ごしました。高齢者の方による絵本の
読み聞かせも行われ、園児は熱心に聞き入っていました。交流が
進むにつれ、笑顔が増え、自然に声を掛け合う姿がみられました。
　参加者からは「元気をもらった」「また一緒に遊びたい」といっ
た声が寄せられました。今回のイベントは、高齢者の方とこども
の世代を超えたつながりを深める機会となりました。

７
31 ㈮ 多世代交流イベントを開催

多世代交流が生み出す笑顔の縁

　このような多世代交流の取り組みは、地域の絆を強め、高齢者の方たちの生きがいづくりにもつながります。
　今後も、様々な世代が集い、交流を深められる場づくりを支援していきます。

大柿市民センターで、江田島市戦没者追悼式を挙行しました。
この戦没者追悼式は、先の大戦で戦死された戦没者および

空襲や原爆で亡くなられた方々を追悼するため、市の主催により、
毎年厳かに実施しています。
　式典では、ご来賓の方の「追悼のことば」、江田島市遺族連合会
女性部長による「戦争体験を語り継ぐことば」がありました。さ
らに若い世代に戦争の悲惨さを継承していくため、大柿高等学校
および市内中学校の生徒７人に参列していただき、大柿中学校３
年の吉

よしおかしょうたろう
岡昇太郎さんと若

わかさこはる
狭瑚青さんの２人が「平和の誓い」を読

８
19 ㈬ 令和８年度江田島市戦没者追悼式を挙行

世界平和を願い、後世に語り継ぐ

み上げました。　
　また、カトレアコーラスによる献唱が行われ、「ふるさと」を参列者全員で唄いました。
　当日は、ご遺族、ご来賓、学校関係者、市関係者合わせて約120人が参列し、「江田島市戦没者之霊」に献花し、戦没
者のご冥福を祈るとともに、戦後81年を迎えた今年、恒久平和の実現を改めて誓いました。

▲平和の誓いを読み上げる大柿中学校３年吉岡さん・若狭さん

国内最大級の水産物展示商談会「第28回ジャパンインターナショナル
シーフードショー」が８月19日からの３日間、東京ビッグサイトで

開催され、瀬戸内海かき生産者復興支援ブースに、江田島市水産物等販売
協議会として、江田島市のかき生産者が参加しました。

８
20 ㈭ ジャパンインターナショナルシーフードショーに出展

江田島市水産物等販売協議会

　国内外の水産バイヤー、食品バイヤー、漁業・
養殖業者など３日間で延べ３万人超えの来場が
あり、江田島市ブースで用意したかき200食の
試食も午前中のみで終了するなど、江田島市の
かきの魅力を広くPRすることができました。
　江田島市のかき産業は令和７年度のかき大量
へい死により大きな打撃を受けましたが、災害
に負けない産地の復興と新たな販路開拓に向け
た絶好の機会となりました。

マイ広報紙マイ広報紙でで広報えたじま広報えたじまが見れます！が見れます！
毎月発行の「広報えたじま」をデジタル版で見ることができます。
多言語翻訳や音声読み上げ機能があり、見やすくなっております！

左のQRコードを読み取るか、                                           で検索してください。マイ広報紙　江田島市

※音声読み上げ機能は令和７年５月号以降利用できます。

広報えたじま　令和８年10月2121
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　問 保健医療課☎０８２３-４３-１６３９
　高齢者がインフルエンザや新型コロナウイルス感染症に感染すると、肺炎を起こすなど重症化することがあるため、流行
する前に予防接種を済ませましょう。
　新型コロナワクチンの接種から間隔を空けずに接種することが可能ですので、かかりつけ医と相談のうえ、接種してください。

高齢者インフルエンザ・新型コロナワクチンの予防接種について（要予約）

高齢者インフルエンザ 新型コロナウイルス 備考
接種期間 10月１日～令和９年１月 31日 接種できる日は、医療機関によって異なります。

自己負担額 1,500 円 4,700 円 生活保護受給者は無料です。接種前に確認できる
ものを医療機関へ提示してください。

予約方法 医療機関に電話等で予約してください。

接種券 市内で接種する場合は、必要ありません。

対象者
・65歳以上の人
・�60 歳以上 65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器などに
重度の疾患がある人（身体障害者手帳１級に相当）

接種する日の年齢です。

接種回数 接種期間中に１回 ２回目以降は、全額自己負担となります。
※�ワクチンの生産・流通状況によって、医療機関が確保できるワクチン量が限られることがあります。その場合、
希望する日に予約ができないことがあります。あらかじめご了承ください。

実施機関一覧
医療機関名 電話番号 医療機関名 電話番号

水口医院 江田島町中央 42-0018 長尾医院 沖美町三吉 47-0204
青木病院 江田島町中央 42-1121 深江長坂医院 大柿町深江 57-2036
秋月診療所
※インフルエンザのみ実施 江田島町秋月 42-0235 澤医院 大柿町小古江 57-2003
森藤医院 江田島町切串 44-1156 大井医院 大柿町大原 57-6500
吉田病院 江田島町津久茂 42-1100 大君浜井医院　 大柿町大君 57-5678
砂堀医院 能美町中町 45-3333 芸南クリニック 大柿町柿浦 57-3705
島の病院おおたに 能美町中町 45-0303 えたじま幸田医院 大柿町柿浦 57-2046
おおいし耳鼻咽喉科
※インフルエンザのみ実施 能美町高田 45-0387 大井内科医院 大柿町飛渡瀬 57-5512

梶川医院 沖美町岡大王 48-0201

市外の医療機関で接種する場合
　事前に広域予防接種券の申請が必要です。保健医療課までご連絡いただくか、下記の窓口までお越しく
ださい。また、江田島市公式ラインからも申請いただけます。
広域予防接種券申請窓口　市役所本庁保健医療課（２階）、各市民センター（江田島・能美・沖美）、三高支所 ▲市公式LINE

大柿市民センターで、広島県と市の共催による「まちづくり研
修会」を開催しました。自治会や女性会などのまちづくり協

議会役員53人が参加しました。
　講師に島根県中山間地域研究センターの東

あずまりょうた
良太さんを迎え、「安

心して暮らし続けるために、いまできること」をテーマにご講演
いただきました。東さんは、人口減少を前提に、今ある活動を「重
ねる・つなげる」ことで負担を増やさずに続けることや、元気な
うちに地域の外へも声をかけ、ともに動くことの大切さを説明し、
参加者は今後の自治活動に役立つ実践的な考え方を学びました。
　続いて行われたワークショップでは、若い世代など具体的な人
物をイメージしながら、「どうすれば地域の活動に関わってもらえ
るか」を考えました。「そそのかしキーワード探し」や「もし関わっ
てくれたらうれシート」の作成を通して、参加者同士で意見を交
わしました。
　参加者からは、「ないものねだりではなく、今あるものを磨きな
がら具体的に考えていきたい」「これまでの活動を重ね、つなげて
いくことが大切だと分かった」「無理なく続けられる地域のつなが
りを工夫していきたい」などの声が寄せられました。
　市では、今後も地域を支える皆さんとともに、持続可能なまち
づくりを進めていきます。

８
28 ㈮ まちづくり研修会を開催

地域の力をつなぐ

江田島市・広島市海生交流協定に基づき、本市の関係人
口の増加を図るため、毎年「縁づくり！えたじま海生

交流事業」として、広島市にお住まいの方をイベントへ無料
招待しています。
　今回は、江田島市応援隊事業 公式LINE「Forza！エタジマ」

９
５㈯ ウミホタル観察会

縁づくり！えたじま海生交流事業 などで募集し、さとうみ科学館の西原館長指導のもと、「ウ
ミホタル観察会」を開催しました。参加者は、ウミホタル
の生態について学んだ後、海辺で実際に観察を行いました。
ウミホタルが発する青い光に「光った！」「すごい」と歓
声が上がるなど、こどもたちを中心に多くの笑顔がみられ
ました。参加者にとって、江田島市の豊かな自然や海の魅
力に触れながら学ぶ貴重な機会となりました。

▲�「forza! エタジマ」
の登録はこちら

江南交流プラザで認知症カフェ（いやしカフェ）が開催されま
した。月１回定期的に開催されているいやしカフェでは、認

知症の方や家族の方だけでなく、地域の方や介護・福祉の専門家
の方が参加し、交流を深めています。
　取材に伺ったこの日は、吊るし鶴を作りながら会話をし、あえ
て針を使うことで昔を思い出してもらうようなワークをしました。
参加された方からは「今日は特別楽しい」などの意見もあり、笑
顔と笑い声が絶えないカフェとなりました。
　市内では５か所で認知症カフェを開催しています。詳細は25
ページをご覧ください。

９
２㈬ 笑顔と笑い声の絶えないカフェ

認知症カフェ（いやしカフェ）を開催
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